
(57)【要約】

【課題】　従来技術による装置における欠点を確実に回

避する装置を提供する。

【解決手段】　閉鎖すべき容器が容器入口で引き渡され

、閉鎖された容器が容器出口で取り出される垂直な機械

軸を中心として循環するロータの周囲に構成された複数

の閉鎖位置でねじ込むことによってスクリュキャップで

、例えばボトル、カン等のような容器を閉鎖するための

閉鎖機械であって、それぞれの閉鎖位置が、容器キャリ

ヤ、容器サポート（１）及びねじ込みユニットを備え、

ねじ込みユニットが、その下端部でねじ込みヘッドを備

えており、このねじ込みヘッドが、その高さ方向軸を中

心として回転可能に支承され、駆動機構によって回転す

るように駆動可能であり、そしてねじ込みヘッドが、ロ

ータが循環している間に高位置に残っているように構成

されている閉鎖機械において、容器サポート（１）が、

スクリュキャップ（４）とねじ込みヘッドとの確実な分

離を行なう手段を装備されている。

【選択図】　　　　図２

JP 2005-138902 A 2005.6.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 閉 鎖 す べ き 容 器 が 容 器 入 口 で 引 き 渡 さ れ 、 閉 鎖 さ れ た 容 器 が 容 器 出 口 で 取 り 出 さ れ る 垂
直 な 機 械 軸 を 中 心 と し て 循 環 す る ロ ー タ の 周 囲 に 構 成 さ れ た 複 数 の 閉 鎖 位 置 で ね じ 込 む こ
と に よ っ て ス ク リ ュ キ ャ ッ プ で 、 例 え ば ボ ト ル 、 カ ン 等 の よ う な 容 器 を 閉 鎖 す る た め の 閉
鎖 機 械 で あ っ て 、 そ れ ぞ れ の 閉 鎖 位 置 が 、 容 器 キ ャ リ ヤ 、 容 器 サ ポ ー ト （ １ ） 及 び ね じ 込
み ユ ニ ッ ト を 備 え 、 ね じ 込 み ユ ニ ッ ト が 、 そ の 下 端 部 で ね じ 込 み ヘ ッ ド を 備 え て お り 、 こ
の ね じ 込 み ヘ ッ ド が 、 そ の 高 さ 方 向 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 に 支 承 さ れ 、 駆 動 機 構 に よ っ
て 回 転 す る よ う に 駆 動 可 能 で あ り 、 そ し て ね じ 込 み ヘ ッ ド が 、 ロ ー タ が 循 環 し て い る 間 に
高 位 置 に 残 っ て い る よ う に 構 成 さ れ て い る 閉 鎖 機 械 に お い て 、
　 容 器 サ ポ ー ト （ １ ） が 、 ス ク リ ュ キ ャ ッ プ （ ４ ） と ね じ 込 み ヘ ッ ド と の 確 実 な 分 離 を 行
な う 手 段 を 装 備 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 閉 鎖 機 械 。
【 請 求 項 ２ 】
　 こ れ ら の 手 段 が 、 少 な く と も １ つ の 支 持 ク ラ ン プ （ ７ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 閉 鎖 機 械 。
【 請 求 項 ３ 】
　 こ れ ら の 手 段 が 、 そ の 下 部 輪 郭 が 容 器 （ ３ ） の 立 体 的 な 形 状 に 適 合 さ れ て い る 容 器 サ ポ
ー ト （ １ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 閉 鎖 機 械 。
【 請 求 項 ４ 】
　 容 器 サ ポ ー ト （ １ ） が 、 容 器 （ ３ ） の 回 転 に 反 作 用 す る 手 段 を 装 備 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 閉 鎖 機 械 。
【 請 求 項 ５ 】
　 こ れ ら の 手 段 が 、 バ ネ 要 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 閉 鎖 機 械 。
【 請 求 項 ６ 】
　 こ れ ら の 手 段 が 、 摩 擦 増 加 作 用 を 有 す る 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の
閉 鎖 機 械 。
【 請 求 項 ７ 】
　 こ れ ら の 手 段 が 、 容 器 （ ３ ） の 回 転 運 動 に 、 そ の 幾 何 学 形 状 及 び ／ 又 は バ ネ 作 用 に 基 づ
い て 反 作 用 す る 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 閉 鎖 機 械 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に よ る 閉 鎖 機 械 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 そ れ ぞ れ ネ ジ 山 を 有 す る か 、 既 に 形 成 さ れ た ネ ジ 山 の な い 金 属 又 は 合 成 物 質 か ら 成 る ス
ク リ ュ キ ャ ッ プ の 取 付 け 又 は ね じ 込 み に よ っ て ボ ト ル 、 カ ン 、 キ ャ ニ ス タ 等 の よ う な 容 器
を 閉 鎖 す る た め の 閉 鎖 機 械 は 、 基 本 的 に 、 例 え ば 特 許 文 献 １ 又 は 特 許 文 献 ２ か ら 公 知 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 閉 鎖 機 械 の 場 合 、 循 環 す る 機 械 ロ ー タ の 周 囲 に 一 様 に 分 配 さ れ た 複 数 の 閉 鎖
位 置 が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の 閉 鎖 位 置 か ら 、 閉 鎖 す べ き 容 器 は 、 容 器 入 口 で 引 き 渡 さ
れ 、 閉 鎖 さ れ た 容 器 は 、 容 器 出 口 で 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ れ ぞ れ の 閉 鎖 位 置 は 、 容 器 キ ャ リ ヤ と 、 下 端 部 に ね じ 込 み ヘ ッ ド を 備 え て い る 、 容 器
も し く は ス ピ ン ド ル の 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 に 支 承 さ れ た ね じ 込 み ス ピ ン ド ル と を 備 え
、 こ の ね じ 込 み ス ピ ン ド ル は 、 そ の ス ピ ン ド ル 軸 を 中 心 と し て 駆 動 機 構 に よ っ て 回 転 す る
よ う に 駆 動 可 能 で あ り 、 そ の 際 、 ね じ 込 み ス ピ ン ド ル の 駆 動 機 構 は 、 ね じ 込 み ヘ ッ ド に 伝
達 さ れ る 回 転 モ ー メ ン ト 及 び ／ 又 は ね じ 込 み ヘ ッ ド の 回 転 数 に 関 し て 調 整 可 能 も し く は 制
御 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 公 知 の 装 置 の 場 合 、 ス ク リ ュ キ ャ ッ プ は 、 そ れ ぞ れ の 閉 鎖 要 素 に 取 り 付 け ら れ た キ ャ リ
ヤ に よ っ て 連 行 さ れ 、 斜 面 を 上 方 へ 搬 送 さ れ る 。 こ の 上 昇 運 動 の 間 、 ス ク リ ュ キ ャ ッ プ は
、 正 確 に そ の 上 に 存 在 す る ね じ 込 み ヘ ッ ド 内 に 押 し 込 ま れ 、 こ こ で 、 ス ク リ ュ キ ャ ッ プ は
、 ね じ 込 み ヘ ッ ド と の ク ラ ン プ 結 合 に 入 る 。 こ の 措 置 方 法 に よ っ て 、 ス ク リ ュ キ ャ ッ プ は
、 後 続 の 閉 鎖 工 程 の た め に 準 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 で は 、 専 ら 、 こ の よ う な 閉 鎖 機 械 を 取 り 扱 う が 、 こ れ ら の 閉 鎖 機 械 の 場 合 、 ね じ 込
み ユ ニ ッ ト は 、 循 環 し て い る 間 に 高 位 置 に 残 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 閉 鎖 機 械 の 場 合 、 閉 鎖 す べ き 容 器 は 持 ち 上 げ ら れ 、 従 っ て 、 バ ネ 荷 重 を 受 け
た ね じ 込 み ヘ ッ ド も し く は ね じ 込 み ヘ ッ ド 内 に 存 在 す る ス ク リ ュ キ ャ ッ プ に 対 し て 押 し 付
け ら れ 、 そ れ に 続 い て 、 こ れ ら の ス ク リ ュ キ ャ ッ プ は 、 回 転 駆 動 さ れ る ね じ 込 み ヘ ッ ド に
よ っ て 容 器 開 口 部 に ね じ 込 ま れ る 。 引 き 続 き 、 今 や 閉 鎖 さ れ た 容 器 は 、 再 び 降 ろ さ れ 、 容
器 出 口 で 閉 鎖 機 械 か ら 導 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 、 ス ク リ ュ キ ャ ッ プ で の 例 え ば ボ ト ル 、 カ ン 、 又 は キ ャ ニ ス タ の よ う な
容 器 の 閉 鎖 に 関 し 、 そ の 際 、 こ れ ら の ス ク リ ュ キ ャ ッ プ は 、 完 全 に 形 成 さ れ た ネ ジ 山 を 装
備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 、 し か し な が ら ま た 他 の 、 そ の 作 動 方 法 が 比 較 可 能 な 閉 鎖 機 械 の 場 合 、 常 に
ま た 、 個 々 の ス ク リ ュ キ ャ ッ プ は 、 結 合 が 容 器 を 閉 鎖 し 、 容 器 キ ャ リ ヤ を 降 ろ し た 後 解 除
さ れ な い よ う に 、 ね じ 込 み ヘ ッ ド と の 不 動 の ク ラ ン プ 結 合 に 入 っ て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ は 、 ス ク リ ュ キ ャ ッ プ と 、 こ の ス ク リ ュ キ ャ ッ プ で 閉 鎖 さ れ た 容 器 と が 、 い つ も の
よ う に 容 器 出 口 で 閉 鎖 機 械 か ら 取 り 除 か れ る の で は な く 、 該 当 す る 閉 鎖 要 素 の 次 の 循 環 の
際 に 、 汚 染 、 製 品 の 中 断 、 又 は 更 に は 危 険 な 閉 鎖 機 械 の 損 傷 を 引 き 起 こ す と い う 結 果 を 伴
う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 出 願 人 の 知 識 状 態 に よ れ ば 、 ね じ 込 み ユ ニ ッ ト が 循 環 し て い る 間 に 高 位 置 に 残 っ て い る
閉 鎖 機 械 の た め に 、 こ れ ま で 、 こ の 問 題 を 解 決 す る た め の い か な る 提 案 も 提 示 さ れ て い な
い 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ２ ０ 　 ７ ６ 　 ６ ３ １ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 欧 州 特 許 第 ０ ５ ２ １ ５ ８ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 課 題 及 び 目 的 は 、 上 で 説 明 し た 欠 点 を 確 実 に 回 避 す る 装 置 を 提 供 す る こ と で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の た め 、 本 発 明 は 、 容 器 キ ャ リ ヤ に 、 ね じ 込 み ヘ ッ ド と ス ク リ ュ キ ャ ッ プ と の 確 実 な
分 離 を 行 な う 手 段 を 含 む 特 に 有 利 に 形 成 さ れ た 容 器 サ ポ ー ト を 装 備 す る こ と を 備 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 で 、 本 発 明 を 、 実 施 例 を 基 に し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 発 展 構 成 、 利 点 及 び 適 用 の 可 能 性 は 、 実 施 例 及 び 図 面 の 以 下 の 説 明 か ら 分 か る
。 こ の 場 合 、 説 明 及 び ／ 又 は 具 象 的 に 図 示 さ れ た 全 て の 特 徴 は 、 各 請 求 項 ま た は そ の 請 求
項 が 引 用 す る 請 求 項 に お け る 要 約 に 依 存 し な い で 、 単 独 で 又 は 任 意 に 組 み 合 せ て 本 発 明 の
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対 象 を 構 成 す る 。 同 時 に 各 請 求 項 の 内 容 は 、 説 明 の 構 成 要 素 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 容 器 サ ポ ー ト １ は 、 先 ず 、 切 欠 き 部 ２ を 備 え 、 こ の 切 欠
き 部 は 、 そ の 幾 何 学 形 状 が 、 本 質 的 に 収 容 す べ き 容 器 ネ ッ ク の 輪 郭 及 び ／ 又 は 直 径 に 適 合
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 容 器 サ ポ ー ト １ の 制 御 さ れ た 降 下 運 動 に よ っ て 、 容 器 ３ と 、 こ の 容 器 と ネ ジ 留 め さ れ る
ス ク リ ュ キ ャ ッ プ ４ と は 、 容 器 ３ が 降 下 運 動 の 更 な る 経 過 に お い て 閉 鎖 機 械 の 相 応 の 収 容
部 に 降 ろ さ れ 、 引 き 続 き 容 器 収 容 部 か ら 分 離 さ れ 得 る よ う に 、 図 示 さ れ て な い ね じ 込 み ヘ
ッ ド か ら 確 実 に 引 き 抜 か れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 機 能 を 確 実 に 実 現 で き る よ う に す る た め に 、 本 発 明 は 、 容 器 サ ポ ー ト １ の 下 側 を 、
容 器 ３ の 立 体 的 な 形 状 に 適 合 さ せ る こ と を 備 え る 。 こ の 措 置 方 法 は 、 特 に 有 利 で あ る 。 何
故 な ら 、 こ の 方 法 で 、 特 に 合 成 物 質 か ら 成 る 容 器 の 場 合 に 、 容 器 ３ が 大 き な 力 で ね じ 込 み
ヘ ッ ド か ら 引 き 抜 か れ な け れ ば な ら な い 場 合 に 生 じ 得 る 容 器 の 損 傷 が 確 実 に 回 避 さ れ る か
ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 特 に ネ ッ ク リ ン グ ６ を 備 え る 容 器 ３ の 処 理 の た め に 適 し て い る 本 発 明 の 別 の 形 成 に あ っ
て は 、 容 器 サ ポ ー ト １ が 付 加 的 な 支 持 ク ラ ン プ ７ を 装 備 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図
２ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 支 持 ク ラ ン プ ７ は 、 ネ ッ ク リ ン グ ６ と の 作 用 結 合 に 入 っ
て お り 、 ね じ 込 み ヘ ッ ド か ら ス ク リ ュ キ ャ ッ プ ４ を 引 き 抜 く 際 に 場 合 に よ っ て は 生 じ る 容
器 ３ の 垂 直 運 動 を ほ ぼ 完 全 に 回 避 し 、 こ れ に よ り 、 分 離 が 確 実 に 得 ら れ る 。 同 様 に 、 こ の
措 置 方 法 に よ っ て 、 容 器 ３ の 外 部 輪 郭 は 、 確 実 に 損 傷 を 受 け な い よ う に 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 形 成 に あ っ て は 、 容 器 サ ポ ー ト １ を 、 閉 鎖 工 程 の 間 の 容 器 ３ の 共 回 り を 阻
止 す る 少 な く と も １ つ の ロ ッ ク 要 素 ５ を 装 備 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 少 な く と も １ つ の ロ ッ ク 要 素 ５ は 、 例 え ば 、 ク ラ ン プ 作 用 を 容 器 ３ に 加 え る バ ネ 要
素 で あ る こ と が で き る 。 同 様 に 、 １ つ 又 は 複 数 の ロ ッ ク 要 素 ５ は 、 容 器 ３ と 容 器 サ ポ ー ト
１ と の 間 の 摩 擦 増 加 を 生 じ さ せ る 要 素 で あ る こ と が で き る 。 例 と し て 、 こ こ で は 例 え ば ゴ
ム 及 び ／ 又 は 合 成 物 質 か ら 成 る 要 素 、 相 応 の コ ー テ ィ ン グ を 有 す る 平 坦 な 要 素 、 及 び 特 別
に 粗 く し た 表 面 を 挙 げ た い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ら の 要 素 は 、 し か し な が ら ま た 実 施 例 に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 バ ネ 作 用 及 び ／ 又
は そ の 幾 何 学 的 形 状 に 基 づ い て 容 器 ３ の 回 転 運 動 に 反 作 用 す る 要 素 で あ る こ と が で き る 。
こ れ ら の 要 素 の 機 能 方 法 を 明 示 す る た め に 、 こ の 場 で は 、 例 え ば ス プ リ ン グ ワ ッ シ ャ 又 は
弾 性 作 用 を す る 歯 付 き ワ ッ シ ャ を 指 摘 し て お く が 、 こ れ ら は 、 特 に ネ ジ 固 定 の 範 疇 か ら 公
知 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 範 囲 に は 、 １ つ 又 は 複 数 の ロ ッ ク 要 素 ５ が 直 接 容 器 ネ ッ ク に 作 用 す る 形 成 も 、
要 素 が 場 合 に よ っ て は 存 在 す る 容 器 の ネ ッ ク リ ン グ ６ に 作 用 す る 形 成 も 含 ま れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 容 器 サ ポ ー ト １ の 平 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 断 面 に し た 側 面 図 に 、 同 様 に 容 器 サ ポ ー ト １ を 示 す が 、 こ の 場 合 、 こ の 容 器 サ ポ
ー ト は 、 容 器 と 作 用 結 合 状 態 に あ る 。
【 図 ３ 】 著 し く 簡 略 化 さ れ 、 部 分 的 に 断 面 に し た 図 に 、 閉 鎖 機 械 の 全 概 観 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 １ 　 　 容 器 サ ポ ー ト
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　 　 ２ 　 　 切 欠 き 部
　 　 ３ 　 　 容 器
　 　 ４ 　 　 ス ク リ ュ キ ャ ッ プ
　 　 ５ 　 　 ロ ッ ク 要 素
　 　 ６ 　 　 ネ ッ ク リ ン グ
　 　 ７ 　 　 支 持 ク ラ ン プ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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